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「
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
」の
木
版
画
に
つ
い
て

深　

山　

孝　

彰

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
「
表
現
主
義
の
版
画

―
『
ブ
リ

ュ
ッ
ケ
』
の
木
版
画
を
中
心
に

―
」
の
題
で
発
表
し
た
内
容
か
ら
、
表

現
主
義
の
諸
グ
ル
ー
プ
や
作
家
た
ち
に
つ
い
て
概
説
し
た
部
分
を
割
愛
し
、

主
題
を
絞
っ
て
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
表
現
主
義
：E

xp
ressio

n
ism

」
は
「
印
象
主
義
：Im

p
ressio

n
ism

」

に
対
比
さ
れ
る
用
語
で
、
外
界
の
対
象
か
ら
受
け
た
印
象
を
感
覚
的
に
再

現
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
内
面
に
あ
る
感
情
な
ど
精
神
的
な
も
の
の

表
出
を
重
視
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
一
九
一
〇
年
が
初
出
と
さ
れ
る
こ

の
用
語
は
当
初
、
印
象
主
義
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
な

ど
に
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
一
四
年
頃
か
ら
ド
イ
ツ
美
術
の
新
潮

流
を
指
す
こ
と
が
増
え
た
。
現
在
で
は
主
と
し
て
二
十
世
紀
初
頭
の
ド

イ
ツ
で
展
開
さ
れ
た
芸
術
運
動
に
対
す
る
呼
称
と
し
て
、
一
九
〇
五
年

に
ド
レ
ス
デ
ン
で
結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
「
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
」
を
嚆
矢
と
し
、

一
九
一
一
年
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
結
成
さ
れ
た
「
ブ
ラ
ウ
エ
・
ラ
イ
タ
ー

（
青
騎
手
）」
や
、
そ
れ
に
続
く
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
傾
向
を
指
し
て
い

る
。表

現
主
義
の
美
術
家
た
ち
は
版
画
、
特
に
木
版
画
を
数
多
く
制
作
し
て

い
る
が
、
中
で
も
「
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
」
の
画
家
た
ち
は
、
ド
イ
ツ
伝
統
の
木

版
画
を
復
活
さ
せ
、
油
彩
画
に
比
肩
し
得
る
独
立
し
た
作
品
に
高
め
た
と

評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
活
動
の
中
に
お
い
て
の
木
版

画
の
導
入
経
緯
や
彼
ら
の
木
版
作
品
の
特
質
と
展
開
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
の
木
版
画
の
用
法
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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１　

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
結
成
と
始
動

芸
術
家
集
団
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
（K

ü
n

s
tle

rg
ru

p
p

e
 
B

rü
c
k

e

）
は

一
九
〇
五
年
六
月
に
、
ド
レ
ス
デ
ン
工
科
大
学
建
築
科
を
卒
業
し
た
ば

か
り
の
エ
ル
ン
ス
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
キ
ル
ヒ
ナ
ー
（
当
時
二
五
歳
）、

フ
リ
ッ
ツ
・
ブ
ラ
イ
ル
（
二
五
歳
）
と
、
同
科
の
学
生
エ
ー
リ
ヒ
・
ヘ
ッ

ケ
ル
（
二
三
歳
）
お
よ
び
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
＝

ロ
ッ
ト
ル
フ
（
二
二

歳
）
の
四
名
で
結
成
さ
れ
た
。
キ
ル
ヒ
ナ
ー
と
ブ
ラ
イ
ル
は
一
九
〇
二
年

に
知
り
合
っ
て
一
緒
に
絵
を
描
き
始
め
、
ヘ
ッ
ケ
ル
は
一
九
〇
四
年
に
兄

を
通
し
て
キ
ル
ヒ
ナ
ー
を
知
り
仲
間
に
加
わ
っ
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
＝

ロ
ッ

ト
ル
フ
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
時
代
の
一
九
〇
一
年
に
ケ
ム
ニ
ッ
ツ
の
文
芸
サ

ー
ク
ル
で
ヘ
ッ
ケ
ル
と
知
り
合
っ
て
お
り
、
一
九
〇
五
年
に
大
学
で
再
会

し
、
と
も
に
キ
ル
ヒ
ナ
ー
の
ア
ト
リ
エ
に
集
ま
っ
て
裸
体
モ
デ
ル
に
よ

る
素
描
と
絵
画
制
作
を
始
め
た
。「
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
（
橋
）」
の
名
称
は
シ
ュ

ミ
ッ
ト
＝

ロ
ッ
ト
ル
フ
の
発
案
で
、
ヘ
ッ
ケ
ル
の
一
九
五
八
年
の
回
想
談

話
に
よ
る
と
「
色
々
な
意
味
が
あ
っ
て
、
何
も
綱
領
を
持
た
な
い
け
れ
ど
、

あ
る
岸
辺
か
ら
も
う
一
つ
の
岸
辺
へ
と
つ
な
い
で
く
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
っ
た
程
度
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
「
人

間
の
偉
大
な
と
こ
ろ
は
、
彼
が
ひ
と
つ
の
橋
で
あ
っ
て
目
的
で
は
な
い
こ

と
だ
。」（『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
こ
う
語
っ
た
』
序
説
第
四
節
）
に
由
来

す
る
と
み
る
説
も
あ
る
。

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
結
成
の
一
九
〇
五
年
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
マ
チ
ス
や
マ
ル

ケ
、
ド
ラ
ン
、
ヴ
ラ
マ
ン
ク
、
デ
ュ
フ
ィ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ら
の
フ
ォ
ー
ヴ
ィ

ス
ム
が
興
っ
た
と
さ
れ
る
年
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
年
秋
に
パ

リ
の
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
第
七
室
で
展
示
さ
れ
た
マ
チ
ス
ら
の
作
品
が

「
レ
・
フ
ォ
ー
ヴ
（
野
獣
た
ち
）」
と
評
さ
れ
た
時
、
既
に
フ
ォ
ー
ヴ
の
作

風
は
で
き
あ
が
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
結
成
時
の
メ
ン
バ

ー
は
未
だ
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
で
あ
り
、「
表
現
主
義
」
と
い
う
言
葉
も
発

想
も
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
一
九
〇
四
年
か
ら

〇
五
年
の
彼
ら
の
油
彩
画
の
多
く
は
、
明
る
い
色
彩
と
筆
触
分
割
を
用
い

た
新
印
象
派
に
近
い
作
風
に
留
ま
っ
て
い
る
（
図
1
）。

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
絵
画

の
基
点
に
つ
い
て
振
り

返
る
と
、
キ
ル
ヒ
ナ
ー

と
ブ
ラ
イ
ル
は
知
り
合
っ

た
頃
に
流
行
の
雑
誌
『
ユ

ー
ゲ
ン
トJu

gen
t

』
や

『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス

S
im

p
licissim

u
s

』（
い

ず
れ
も
一
八
八
六
年
に
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
で
発
刊
）
か
ら

刺
戟
を
受
け
て
お
り
、
キ

ル
ヒ
ナ
ー
は
一
九
〇
三
年

冬
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て

約
半
年
の
学
期
（
ゼ
メ
ス

タ
ー
）
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の

図 1　ヘッケル《焼け跡》1904
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「
応
用
自
由
美
術
教
育
実
験
ア
ト
リ
エ Leh

r–u
n
d
 V

ersu
ch

s–A
telier 

fü
r an

gew
an

d
te u

n
d
 freie K

u
n
st

」
で
美
術
の
実
技
を
学
ん
で
い
る
。

こ
の
ア
ト
リ
エ
は
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
創
始
者
の
一
人
と
さ
れ
る

彫
刻
家
／
テ
キ
ス
タ
イ
ル
作
家
の
オ
プ
リ
ス
ト
と
画
家
／
イ
ン
テ
リ
ア
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
デ
プ
シ
ッ
ツ
が
一
九
〇
二
年
に
開
設
し
た
も
の
で
、
オ
プ
リ

ス
ト
は
一
九
〇
一
年
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
ら
と
芸
術
家

集
団
「
フ
ァ
ー
ラ
ン
ク
ス P

h
alan

x

」
を
結
成
し
て
も
い
る
。
こ
こ
で
キ

ル
ヒ
ナ
ー
が
描
い
た
装
飾
的

な
建
築
デ
ザ
イ
ン
画（
図
2
）

に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、

当
時
彼
が
認
識
し
興
味
を
持

っ
て
い
た
新
し
い
美
術
は
ユ

ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
を

主
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

が
、
ド
レ
ス
デ
ン
に
戻
る
直

前
の
一
九
〇
四
年
四
月
の
フ

ァ
ー
ラ
ン
ク
ス
第
一
〇
回
展

で
展
示
さ
れ
て
い
た
ヴ
ァ
ロ

ッ
ト
ン
や
シ
ニ
ャ
ッ
ク
、
ロ

ー
ト
レ
ッ
ク
な
ど
フ
ラ
ン
ス

画
家
の
作
品
に
感
激
し
て
も

い
る
。
ま
た
ブ
ラ
イ
ル
は
後

に
、
キ
ル
ヒ
ナ
ー
が
書
店
で

ユ
リ
ウ
ス
・
マ
イ
ア
ー
＝

グ
レ
ー
フ
ェ
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
芸
術
家

た
ち
に
関
す
る
図
版
入
り
の
本
（『
近
代
芸
術
発
達
史
』
一
九
〇
四
年
刊
）

を
見
つ
け
て
き
て
、
二
人
は
興
奮
に
包
ま
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ち
ょ
う

ど
こ
の
頃
か
ら
ド
レ
ス
デ
ン
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
新
し
い
美
術
を
紹
介

す
る
展
覧
会
が
相
次
ぎ
、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
そ
の
都
度
影

響
を
受
け
て
い
く
。
一
九
〇
五
年
十
一
月
に
ア
ル
ノ
ル
ト
画
廊
で
ゴ
ッ
ホ

展
（
油
彩
約
五
〇
点
）
が
開
催
さ
れ
、
翌
年
に
は
同
画
廊
で
ベ
ル
ギ
ー
と

フ
ラ
ン
ス
の
後
期

印
象
派
の
作
品
が

百
点
以
上
展
示
さ

れ
た
。
ブ
リ
ュ
ッ

ケ
の
一
九
〇
六
年

の
油
彩
画
（
図
3
）

に
は
、
ゴ
ッ
ホ
風

の
荒
い
タ
ッ
チ
の

点
や
短
線
で
原
色

が
多
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
制
作

上
の
模
索
の
一
方

で
、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

は
新
し
い
メ
ン
バ

ー
を
勧
誘
し
、
グ

図2　キルヒナー《喫煙室のプラン》1903/04

図3　シュミット=ロットルフ《育種場》1906
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ル
ー
プ
の
存
在
を
広
め
活
動
を
拡
げ
る
こ
と
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

彼
ら
は
一
九
〇
六
年
一
月
に
ア
ル
ノ
ル
ト
画
廊
で
行
わ
れ
た
エ
ミ
ー
ル
・

ノ
ル
デ
の
近
作
展
に
感
激
し
、
一
回
り
以
上
年
長
の
ノ
ル
デ
を
ブ
リ
ュ
ッ

ケ
に
勧
誘
し
た
。
二
月
初
め
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
＝

ロ
ッ
ト
ル
フ
が
ノ
ル
デ
に

手
紙
で
「
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
目
論
見
の
ひ
と
つ
は
、
革
命
的
で
心
を
沸
き
立

た
せ
て
い
る
す
べ
て
の
革
命
的
分
子
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
こ
そ
が
〝
橋
〞
と
い
う
名
前
の
意
味
な
の
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
ブ

リ
ュ
ッ
ケ
は
年
に
数
度
展
覧
会
を
催
し
、
ド
イ
ツ
各
地
を
巡
回
さ
せ
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
個
々
の
作
家
は
展
覧
会
事
務
の
手
間
を
省
け
る
わ
け
で

す
。」
と
書
き
送
り
、
夏
過
ぎ
に
ノ
ル
デ
は
ア
ル
ゼ
ン
か
ら
ド
レ
ス
デ
ン

に
移
っ
た
。
ま
た
同
年
に
ヘ
ッ
ケ
ル
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー

の
優
等
生
だ
っ
た
ペ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
を
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
に
引
き
入
れ
て
い
る
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
油
彩
画
技
術
で
装
飾
性
に
も
優
れ
る
作
品
を
描
い
て
い

た
ペ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
も
、
前
年
十
一
月
の
ゴ
ッ
ホ
展
を
観
て
作
風
を
激
変

さ
せ
て
い
る
（
図
4
・
5
）。

一
九
〇
六
年
九
月
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
ラ
ン
プ
工
場
の
商
品
見
本
広
間

で
第
一
回
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
展
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
に
先
立
っ
て
、
准
会
員
（
ブ
リ
ュ
ッ

ケ
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
人
々
も
ま
た
同
志

と
み
な
す
）
募
集
の
た
め
に
『
我
々
の
プ

ロ
グ
ラ
ム U

n
ser P

ro
gram

m
e

』
が
発

行
さ
れ
夕
刊
紙
上
で
も
発
表
さ
れ
た
。
ブ

リ
ュ
ッ
ケ
唯
一
の
宣
言
で
あ
る
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
ご
く
短
い
も
の
で
、
キ
ル
ヒ
ナ

ー
が
「
芸
術
を
享
受
す
る
者
で
あ
る
と
同

時
に
創
造
す
る
者
で
あ
る
新
し
い
世
代
と

そ
の
発
展
を
信
じ
て
、
我
々
は
全
て
の
若

者
た
ち
を
招
集
す
る
。
未
来
を
担
う
若
者

と
し
て
、
我
々
は
安
住
し
て
い
る
古
い
勢

力
に
対
し
て
、
能
力
と
生
の
自
由
を
手
に

入
れ
よ
う
と
望
む
。
創
造
へ
と
駆
り
立
て

図4　ペヒシュタイン《泉》1906

図5　ペヒシュタイン《ドレスデンのエリアス墓地》1906
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る
も
の
を
直
接
的
か
つ
純
粋
に
表
そ
う
と
す
る
者
は
誰
で
も
我
々
の
仲
間

だ
。」
と
書
い
て
い
る
。
古
い
勢
力
や
権
威
に
反
抗
し
、
芸
術
と
生
活
を

一
致
さ
せ
よ
う
と
し
た
彼
ら
は
、
こ
の
九
月
に
労
働
者
居
住
区
の
か
つ
て

靴
屋
だ
っ
た
建
物
に
部
屋
を
借
り
て
ア
ト
リ
エ
に
改
装
し
、
共
同
生
活
に

近
い
環
境
の
中
で
制
作
と
討
論
や
読
書
を
行
っ
た
。
同
年
十
二
月
か
ら
翌

年
一
月
に
か
け
て
の
第
二
回
展
は
版
画
に
よ
る
展
覧
会
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

の
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
や
ス
イ
ス
の
高
名
な
画
家
ク
ー
ノ
・
ア
ミ
エ
か
ら

も
出
品
を
得
て
い
る
。

２　

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
木
版
画
導
入

　

油
彩
に
比
べ
、
木
版
画
は
グ
ル
ー
プ
結
成
当
初
か
ら
本
格
的
な
取
り
組

み
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
木
版
画
は
十
五
世
紀
に
南
ド
イ

ツ
で
作
ら
れ
始
め
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
優
れ
た
作
品
を
残

し
た
が
、
そ
の
後
版
画
の
主
流
は
精
緻
な
表
現
に
適
し
た
銅
版
画
に
移
っ

た
。
一
八
世
紀
末
に
イ
ギ
リ
ス
で
木
口
木
版
が
始
ま
っ
た
が
、
こ
れ
は
銅

版
画
の
代
用
と
し
て
線
的
な
要
素
が
強
く
、
用
途
は
挿
画
な
ど
の
小
品
に

限
ら
れ
て
い
た
。
一
九
世
紀
末
に
至
っ
て
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
や
ム
ン
ク
、
ヴ
ァ

ロ
ッ
ト
ン
ら
に
よ
っ
て
木
版
画
に
新
し
い
表
現
媒
体
と
し
て
の
動
き
が
出

て
お
り
、「
フ
ァ
ー
ラ
ン
ク
ス
」
の
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
ら
も
多
色
木
版

画
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
木
版
導
入
は
、
キ
ル
ヒ
ナ
ー

が
ド
イ
ツ
の
古
典
木
版
画
に
惹
か
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
い
た
よ
う
だ
。

一
九
一
三
年
に
キ
ル
ヒ
ナ
ー
が
書
い
た
『
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
小
史C

h
ro

n
ik

 

K
G

B
rü

ck
e

』
に
、「
キ
ル
ヒ
ナ
ー
は
南
ド
イ
ツ
か
ら
木
版
画
を
持
ち
帰

っ
た
が
、
彼
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
古
い
版
画
に
刺
戟
を
受
け
て
、
こ

れ
を
再
び
取
り
上
げ
た
の
だ
っ
た
。」
と
あ
る
。
こ
れ
は
キ
ル
ヒ
ナ
ー
が

一
九
一
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
絵
画
を
学
ん
で
い
た
折

の
こ
と
と
思
わ
れ
、
古
い
木
版
画
と
は
、
多
数
の
木
版
挿
画
を
も
つ
『
ニ

ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
年
代
記
』（
一
四
九
三
年
刊
）
や
デ
ュ
ー
ラ
ー
な
ど
、
後
期

ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
作
品
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
結
成
前
後
の
作
例
を
み
る
と
、
主
題
や
形
態
の
上
で
古
い

版
画
を
時
代
錯
誤
的
に
模
す
よ
う
な
こ
と
は
な
い
が
、
銅
版
画
と
は
異
な

る
太
い
輪
郭
線
や
、
中
間
ト
ー
ン
の
な
い
白
と
黒
の
対
比
と
い
っ
た
、
木

版
の
特
色
を
生
か
す
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
（
図
6
）。
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
結

成
以
前
か
ら
木
版
画
を
手
掛
け
て
い
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
＝

ロ
ッ
ト
ル
フ
の
作

品
で
は
、
明
る
い
部
分
の
輪
郭
線
を
省
略
し
て
黒
い
陰
影
の
み
で
形
を
表

図6　キルヒナー《パイプの自画像》
1905

図7　シュミット=ロットルフ《眠る若
者》1905
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そ
う
と
し
た
も
の
も
多
い
（
図
7
）。
モ
テ
ィ
ー
フ
は
人
物
の
ほ
か
、
建

築
学
生
ら
し
く
建
物
を
大
き
く
扱
っ
た
風
景
が
多
く
、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
名

に
因
ん
だ
の
か
各
人
が
橋
を
描
い
て
い
る
の
も
面
白
い
。

ま
た
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
デ
ー
メ
ル
の
長
編
物
語
詩
に
よ
る
キ
ル
ヒ
ナ
ー

の
連
作
木
版
画
《
二
人 Z

w
ei M

en
sch

en

》（
一
九
〇
五
年
）
に
は
、
ク

リ
ム
ト
ら
の
ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
に
通
じ
る
か
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
性
や
技

巧
的
な
要
素
も
見
ら
れ
る
が
（
図
8
）、
最
終
葉
（
図
9
）
で
は
非
西
洋
的

で
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
造
形
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ド
レ
ス
デ
ン
の
民
族
学
博

物
館
は
一
八
九
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
植
民
地
で
あ
っ
た
ア
フ

リ
カ
の
カ
メ
ル
ー
ン
や
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
南
洋
の
パ
ラ
オ
諸
島
な
ど
の
彫

刻
を
収
集
し
て
い
た
。
キ
ル
ヒ
ナ
ー
は
既
に
一
九
〇
三
年
、
同
博
物
館
で

パ
ラ
オ
の
家
の
梁
を
飾
る
平
面
的
で
角
ば
っ
た
彩
色
浮
彫
に
注
目
し
て
い

た
が
、
こ
う
し
た
美
術
が
持
つ
原
初
的
な
生
命
感
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
が
め

ざ
す
「
直
接
的
か
つ
純
粋
」（
前
出
『
我
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
よ
り
）
な
表

現
の
あ
り
方
を
指
し
示
す
も
の
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
影
響
は
後
の
ブ
リ
ュ

ッ
ケ
作
品
に
お
い
て
更
に
顕
著
と
な
っ
て
い
く
。

一
九
〇
六
年
九
月
の
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
第
一
回
展
ポ
ス
タ
ー
は
ブ
ラ
イ
ル
に

よ
る
裸
婦
の
リ
ト
グ
ラ
フ
（
図
10
）
だ
っ
た
（
警
察
に
よ
り
掲
出
を
禁
じ

ら
れ
た
）
が
、
十
二
月
か
ら
翌
月
の
第
二
回
展
は
「
第
一
回
木
版
画
展
」

と
し
て
開
催
さ
れ
、
ポ
ス
タ
ー
と
案
内
状
は
ペ
ヒ
シ
ュ
タ
イ

ン
が
木
版
で
制
作
し
た
（
図
11
・
12
）。
ポ
ス
タ
ー
は
女
性

と
魔
神
あ
る
い
は
天
使
の
よ
う
な
文
学
的
主
題
で
象
徴
主
義

の
雰
囲
気
が
漂
い
、
リ
ト
グ
ラ
フ
で
も
可
能
な
表
現
だ
が
、

案
内
状
で
は
横
方
向
に
長
く
刻
ま
れ
た
刀
痕
が
大
胆
に
残
さ

れ
て
人
物
の
髪
型
と
も
呼
応
し
、
髭
や
襟
の
断
続
的
な
彫
法

も
木
版
画
な
ら
で
は
の
魅
力
を
放
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
一
九
〇
六
年
に
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
に
加
わ
っ
た
ノ
ル
デ
も
そ

れ
ま
で
版
画
で
は
銅
版
を
主
と
し
て
い
た
が
、
ド
レ
ス
デ
ン

で
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
木
版
画
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

図8　キルヒナー《二人（山上の
人）》1905

図 9　キルヒナー《二人（最終
葉）》1905

図 10　ブライル《第 1
回展ポスター》1906
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３　

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
木
版
画
利
用

　

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
に
と
っ
て
木
版
画
は
、
自
分
た
ち
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
明

確
に
示
し
か
つ
広
め
る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
も
重
要
だ
っ
た
。
キ

ル
ヒ
ナ
ー
は
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
結
成
後
す
ぐ

に
、
橋
と
裸
身
の
男
た
ち
を
モ
テ
ィ
ー
フ

と
し
た
グ
ル
ー
プ
の
標
章
を
木
版
で
作
り
、

一
九
〇
六
年
の
『
我
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

は
活
字
に
よ
る
数
種
の
印
刷
物
と
と
も
に
、

同
内
容
の
文
字
を
刻
ん
だ
木
版
が
摺
ら
れ

た
（
図
13
）。
曲
線
を
避
け
た
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
文
字
デ
ザ
イ
ン
は
罫
線
を
白
く
抜
い
た

よ
う
な
狭
い
行
間
で
も
読
み
や
す
く
、
活
字
や
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
に
比
べ
圧
倒
的
に
視
認
性
が
高
い
。
そ
し
て
冒
頭
の
図

案
化
さ
れ
た
「
Ｍ
」
の
文
字
は
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
美
術
で
し

ば
し
ば
み
ら
れ
る
開
脚
で
し
ゃ
が
む
人
物
の
ポ
ー
ズ
に
近
い
。

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
第
一
回
展
の
招
待
状
（
図
14
）
も
キ
ル
ヒ
ナ
ー

に
よ
る
木
版
で
、
三
人
の
裸
婦
の
両
脇
に
葉
の
大
き
な
植
物

を
配
し
た
図
柄
は
、
文
字
デ
ザ
イ
ン
と
同
様
に
曲
線
が
避
け

ら
れ
て
お
り
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
の
よ
う
な
優
美

さ
で
は
な
く
、
人
間
と
自
然
と
の
素
朴
な
交
感
へ
の
志
向
を

伝
え
て
い
る
。
一
九
〇
七
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
展
ポ
ス
タ
ー
は

キ
ル
ヒ
ナ
ー
の
リ
ト
グ
ラ
フ
が
用
い
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
彼

ら
の
ポ
ス
タ
ー
や
案
内
は
ほ
ぼ
全
て
木
版
と
な
る
。

ま
た
、『
我
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に
よ
っ
て
募
集
さ
れ
た
准
会
員
に

は
、
会
費
一
二
マ
ル
ク
（
の
ち
に
は
二
五
マ
ル
ク
）
に
対
し
て
、
毎

年
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
画
を
収
め
た
年
次
画
帖Jah

resm
ap

p
e

と
年
次
報

図12　ペヒシュタイン《木版画展
案内》1906

図11　ペヒシュタイン《木版画展
ポスター》1906

図13　キルヒナー《我々のプ
ログラム》1906

図14　キルヒナー《ブリュッ
ケ展招待状》1906
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告Jah
resb

erich
t

が
配
布
さ
れ
た
。
当
初
二
二
名
だ
っ
た
準
会
員
は

一
九
一
〇
年
に
は
六
八
人
に
な
っ
て
お
り
、
版
画
は
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
が
画
廊

や
画
商
を
介
さ
ず
直
接
彼
ら
の
愛
好
者
や
顧
客
と
つ
な
が
る
た
め
の
媒
体

の
役
割
も
担
っ
て
い
た
。
一
九
一
〇
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
展
で
は
、
出
品
さ

れ
た
油
彩
作
品
を
木
版
画
に
し
た
カ
タ
ロ
グ
が
発
行
さ
れ
、
そ
れ
に
付
属

す
る
会
員
・
準
会
員
名
簿
も
木
版
で
作
ら
れ
て
い
る
。

４　

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
様
式
の
成
立
と
版
画

一
九
〇
七
年
九
月
に
ド
レ
ス
デ
ン
の
エ
ミ
ー
ル
・
リ
ヒ
タ
ー
芸
術
サ

ロ
ン
で
行
わ
れ
た
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
第
三
回
展
後
に
ノ

ル
デ
が
脱
会
し
、
年
末
に
は
結
婚
し
て
い
た
ブ
ラ

イ
ル
が
グ
ル
ー
プ
を
離
れ
建
築
の
仕
事
に
就
い
た
。

ノ
ル
デ
は
退
会
時
に
「
会
員
は
自
分
た
ち
の
こ
と

を
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
な
ど
と
は
呼
ば
な
い
で
、
ゴ
ッ
ホ

の
亜
流
と
呼
ぶ
べ
き
だ
。」
と
言
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

一
九
〇
八
年
四
月
に
リ
ヒ
タ
ー
芸
術
サ
ロ
ン
で
ゴ

ッ
ホ
の
油
彩
約
百
点
に
よ
る
大
展
覧
会
が
開
催
さ

れ
た
後
は
、
あ
ま
り
に
圧
倒
さ
れ
た
た
め
か
逆
に

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
油
彩
画
か
ら
ゴ
ッ
ホ
的
な
特
徴
が

薄
れ
る
よ
う
だ
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
こ
の
年
の
キ

ル
ヒ
ナ
ー
《
ド
レ
ス
デ
ン
の
街
路
》（
図
15
）
や
ヘ

ッ
ケ
ル
《
村
の
舞
踏
会
（
ダ
ン
ガ
ス
ト
）》（
図
16
）

な
ど
に
は
ム
ン
ク
の
影
響
が
濃
く
表
れ
て
い
る
（
一
九
〇
七
年
二
月
に
ザ

ク
セ
ン
美
術
協
会
が
ム
ン
ク
の
油
彩
画
二
〇
点
を
展
示
し
て
い
る
）。

翌
一
九
〇
九
年
に
か
け
て
は
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
か
ら
の
摂
取
も
窺
わ
れ

る
。
一
九
〇
八
年
九
月
に
リ
ヒ
タ
ー
芸
術
サ
ロ
ン
で
フ
ォ
ー
ヴ
展
（
マ
チ

ス
、
フ
ァ
ン
・
ド
ン
ゲ
ン
、
ヴ
ラ
マ
ン
ク
、
マ
ル
ケ
な
ど
約
六
十
点
）
が

開
催
さ
れ
、
キ
ル
ヒ
ナ
ー
が
こ
れ
を
観
て
い
る
（
ヘ
ッ
ケ
ル
と
シ
ュ
ミ
ッ

ト
＝

ロ
ッ
ト
ル
フ
は
後
述
す
る
ダ
ン
ガ
ス
ト
に
い
た
）。
ま
た
ペ
ヒ
シ
ュ

タ
イ
ン
は
一
九
〇
六
年
に
得
て
い
た
ザ
ク
セ
ン
国
家
絵
画
賞
（
ロ
ー
マ
賞
）

に
よ
り
一
九
〇
七
年
秋
に
イ
タ
リ
ア
へ
旅
行
し
た
帰
途
、
十
二
月
か
ら
翌

年
夏
ま
で
パ
リ
に
滞
在
し
て
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ト
と
接
触
し
、
フ
ァ
ン
・
ド

図15　キルヒナー《ドレスデンの街路》1908

図16　ヘッケル《村の舞踏会（ダンガスト）》1908



「ブリュッケ」の木版画について

157

ン
ゲ
ン
を
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
国
外
会
員
に
し
て
い
る
。
そ
の
後
ド
レ
ス
デ
ン

に
戻
ら
ず
ベ
ル
リ
ン
に
住
ん
で
い
た
ペ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
を
キ
ル
ヒ
ナ
ー
が

一
九
〇
九
年
一
月
に
訪
ね
、
パ
ウ
ル
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
画
廊
で
マ
チ
ス
の

油
彩
・
素
描
・
彫
刻
に
よ
る
個
展
を
観
て
い
る
。
キ
ル
ヒ
ナ
ー
が
こ
の

一
九
〇
九
年
に
描
い
た
《
和
傘
の
少
女
》（
図
17
）
の
腰
の
形
が
カ
ッ
シ
ー

ラ
ー
で
観
た
マ
チ
ス
の
《
青
い
裸
婦
》
に
似
て
お
り
、
ま
た
肌
の
色
に
ピ

ン
ク
と
緑
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
マ
チ
ス
の
《
マ
チ
ス
夫
人
、
緑
の
線

の
あ
る
肖
像
》
と
共
通
し
て
い
る
。
同
年
の
《
フ
レ
ン
ツ
ィ
の
朝
食
》（
図

18
）
に
み
る
緑
と
朱
、
黄
色
と
青
の
補
色
対
比
も
マ
チ
ス
作
品
か
ら
の
感

化
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
キ
ル
ヒ
ナ
ー
の
フ
ォ
ル
ム
（
形
態
）
は
マ
チ
ス
よ
り
も
ご
つ
ご

つ
と
し
て
デ
フ
ォ
ル
メ
も
強
く
、
陰
影
の
少
な
い
色
彩
は
よ
り
平
面
的
で

あ
り
、
マ
チ
ス
の
フ
ォ
ル
ム
の
優
雅
さ
や
色
彩
の
豊
か
さ
・
温
か
さ
に
対

し
て
、
キ
ル
ヒ
ナ
ー
作
品
は
粗
野
な
直
接
性
と
色
彩
の
不
協
和
を
感
じ
さ

図18　キルヒナー《フレンツィの朝食》1909

図17　キルヒナー《和傘の少女》1909
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せ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
特
徴
こ
そ
が
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
を
そ
れ
以
前
の
美
術

や
フ
ラ
ン
ス
絵
画
と
分
か
ち
、
表
現
主
義
た
ら
し
め
る
も
の
と
な
る
が
、

そ
の
萌
芽
は
彼
ら
の
油
彩
画
よ
り
も
先
に
木
版
画
に
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
九
〇
八
年
の
キ
ル
ヒ
ナ
ー
《
少
女
の
ヌ
ー

ド
》（
図
19
）
や
同
年
の
ヘ
ッ
ケ
ル
《
祈
る
女
》（
図
20
）
と
い
っ
た
木
版
画

は
、
ま
だ
明
暗
に
よ
る
立
体
感
へ
の
意
識
は
あ
る
も
の
の
、
ア
ク
の
強
い

デ
フ
ォ
ル
メ
や
削
り
残
さ
れ
た
刀
痕
を
多
用
し
て
、
ゴ
ッ
ホ
や
ム
ン
ク
な

ど
を
想
起
さ
せ
な
い
独
自
の
造
形
を
示
し
て
い
る
。

国
外
の
画
家
た
ち
か
ら
影
響
を
受
け
る
一
方
で
、
夏
期
に
田
舎
で
過
ご

す
こ
と
も
彼
ら
の
創
作
に
刺
戟
と
変
化
を
与
え
て
い
た
。
一
九
〇
七
年
に

ヘ
ッ
ケ
ル
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
＝

ロ
ッ
ト
ル
フ
は
北
バ
ル
ト
海
の
ダ
ン
ガ
ス
ト

島
で
、
キ
ル
ヒ
ナ
ー
と
ペ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ド
レ
ス
デ
ン
郊
外
の
ゴ
ッ
ペ

ル
ン
で
制
作
し
た
。
一
九
〇
八
年
に
は
キ
ル
ヒ
ナ
ー
が
バ
ル
ト
海
の
フ
ェ

ー
マ
ル
ン
島
、
ペ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
ク
ー
リ
ッ
シ
ュ
・
ネ
ー
ル
ン
グ
の

ニ
ッ
デ
ン
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
＝

ロ
ッ
ト
ル
フ
は
ダ
ン
ガ
ス
ト
の
沼
沢
地
に
滞

在
し
て
い
る
。
風
景
か
ら
の
感
興
を
素
早
く
描
き
と
め
る
た
め
、
徐
々
に

絵
具
は
薄
塗
り
と
な
り
、
フ
ォ
ル
ム
は
単
純
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て

一
九
〇
九
年
か
ら
三
年
間
の
毎
夏
に
彼
ら
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
郊
外
モ
ー
リ

ッ
ツ
ブ
ル
ク
の
湖
畔
で
共
同
制
作
を
行
っ
た
（
シ
ュ
ミ
ッ
ト
＝

ロ
ッ
ト
ル

フ
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
一
九
一
〇
年
秋
に
は
彼
の
滞
在
地
ダ
ン
ガ
ス

ト
を
ペ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ヘ
ッ
ケ
ル
が
訪
れ
た
）。
自
然
と
一
体
化
し
て

裸
で
戯
れ
る
モ
デ
ル
や
自
分
た
ち
を
描
い
た
水
彩
や
油
彩
画
は
、
動
く
対

象
を
と
ら
え
る
筆
遣
い
の
速
度
と
フ
ォ
ル
ム
の
単
純
化
が
さ
ら
に
強
ま
り
、

遠
近
を
暗
示
す
る
大
小
以
外
は
陰
影
や
奥
行
き
空
間
へ
の
意
識
が
少
な
い

平
面
的
な
構
成
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
広
い
面
を
早
く
満
た
す
た
め
油

彩
の
溶
剤
に
ベ
ン
ジ
ン
を
用
い
る
方
法
を
発
見
し
、
こ
の
技
法
は
色
彩
に

輝
き
と
透
明
感
も
与
え
た
。
共
同
で
の
制
作
を
通
し
て
こ
の
時
期
の
メ
ン

図19　キルヒナー《少女のヌード》
1908

図20　ヘッケル《祈る女》1908
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バ
ー
の
作
風
は
か
な
り
似
通
い
、
い
わ
ゆ
る
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
・
ス
タ
イ
ル
が

形
成
さ
れ
て
き
た
。

　

戸
外
で
制
作
さ
れ
た
作
品
で
は
輪
郭
線
が
途
切
れ
が
ち
で
習
作
的
な
趣

も
あ
っ
た
が
、
ア
ト
リ
エ
に
お
け
る
人
物
画
な
ど
で
は
、
よ
り
明
確
で
閉

じ
ら
れ
た
輪
郭
線
に
よ
る
フ
ォ
ル
ム
の
力
強
さ
と
、
広
い
面
積
に
ほ
ぼ
均

一
に
賦
さ
れ
た
色
彩
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
高
ま
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
好
ん

で
モ
デ
ル
に
し
た
ロ
ー
テ
ィ
ー
ン
の
姉
妹
（
あ
る
画
家
の
未
亡
人
の
娘
）

を
着
衣
ま
た
は
裸
で
描
い
た
作
品
群
を
例
に
と
る
と
、
ペ
ヒ
シ
ュ
タ
イ

ン
に
は
ま
だ
細
部
や
陰
影
へ
の
拘
り
が
残
る
も
の
の
、
キ
ル
ヒ
ナ
ー
（
図

21
・
22
）
は
簡
潔
な
形
と
色
彩
対
比
の
中
に
未
成
熟
な
少
女
の
エ
ロ
ス
を

引
き
出
し
て
お
り
、
大
き
な
デ
フ
ォ
ル
メ
を
伴
う
フ
ォ
ル
ム
の
簡
略
化
と

線
そ
の
も
の
の
力
と
い
う
点
で
は
ヘ
ッ
ケ
ル
（
図
23
）
が
最
も
進
ん
で
い

る
。
こ
こ
に
お
い
て
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
様
式
が
成
立
を
み
た
と
い
え
る
。

一
九
一
〇
年
の
《
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
展
カ
タ
ロ
グ
版
画
集
》（
図
24
・
25
）
で

は
、
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
油
彩
作
品
を
、
自
作
ば
か
り
で
な
く
メ
ン
バ

ー
が
互
い
の
原
画
を
木
版
画
に
し
て
い
る
。
油
彩
に
お
け
る
各
人
の
作
風

の
違
い
を
乗
り
越
え
て
、
要
を
得
た
統
一
的
な
版
画
表
現
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
が
、
彼
ら
の
油
彩
画
の
線
や
面
の
特
質
が
木
版
画
特

図21　キルヒナー《フレンツィ》1910

図22　キルヒナー《女曲芸師（マルツェラ）》1910
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有
の
も
の
に
近
い
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
素
早
い
筆
遣
い

が
と
ら
え
か
け
た
イ
メ
ー
ジ
の
着
想
が
木
版
画
制
作
を
通
し
て
よ
り
強
く

簡
潔
な
表
現
へ
と
鍛
え
上
げ
ら
れ
、
素
描
や
油
彩
画
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
の
ち
の
一
九
二
一
年
に
で
は
あ
る
が
、

キ
ル
ヒ
ナ
ー
が
ル
イ
・
ド
ゥ
・
マ
ル
サ
ー
ル
と
い
う
偽
名
で
彼
自
身
の
版

画
に
つ
い
て
論
評
し
た
文
章
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
芸
術
家
を
版
画
の
仕
事
に
駆
り
立
て
る
意
志
は
、
お
そ
ら
く
あ
る

部
分
に
お
い
て
は
、
素
描
な
ら
で
は
の
解
き
放
た
れ
た
形
式
を
最
終

的
に
し
っ
か
り
と
刻
印
す
る
た
め
の
熱
い
企
て
な
の
で
あ
る
。
一
方

に
お
い
て
は
、
技
術
的
な
操
作
に
よ
っ
て
芸
術
家
は
、
い
か
に
軽
や

か
に
や
っ
て
も
素
描
と
絵
画
で
は
到
達
し
え
な
い
自
由
な
力
を
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
版
画
の
機
械
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
、

作
業
の
個
々
の
段
階
を
統
一
へ
と
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
フ
ォ
ル
ム

を
作
り
出
す
作
業
は
、
そ
の
意
欲
が
お
こ
っ
た
と
き
に
他
の
手
法
の

よ
う
な
危
険
を
伴
わ
ず
に
い
く
ら
で
も
拡
張
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
。
何

週
間
も
何
ヶ
月
に
も
わ
た
っ
て
何
度
も
手
を
加
え
な
が
ら
、
画
面
の

新
鮮
さ
を
失
わ
ず
に
、
最
終
的
に
表
現
と
形
式
の
完
成
へ
と
到
達
す

る
大
き
な
魅
力
を
版
画
は
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
世
に
発
明

さ
れ
た
版
画
を
取
り
巻
い
て
い
た
あ
の
謎
め
い
た
魅
力
は
、
版
画

に
真
剣
に
取
り
組
み
、
版
画
の
手
作
業
の
細
部
に
至
る
ま
で
関
心

を
寄
せ
る
人
々
に
と
っ
て
今
日
に
お
い
て
も
な
お
心
を
引
き
つ
け

る
も
の
な
の
で
あ
る
。」（Lo

u
is d

e M
arsalle “Ü

b
er K

irch
n
ers 

G
rap

h
ik

”, G
en

iu
s III B

an
d
 2,  M

ü
n
ch

en
, 1921　

山
本
和

弘
訳
）

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
様
式
の
形
成
に
は
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
も
関
与
し
て
い

る
。
彼
ら
が
民
族
学
博
物
館
で
注
目
し
て
い
た
パ
ラ
オ
や
ア
フ
リ
カ
の
美

図23　ヘッケル《アトリエ
の光景》1910

図24　ヘッケル版《フレン
ツィ》

図25　ペヒシュタイン版
《女曲芸師》
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術
が
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
絵
画
に
直
接
的
に
引
用
さ
れ
る
の
は
一
九
一
〇
年
以

降
だ
が
、
以
前
か
ら
そ
う
し
た
美
術
を
も
と
に
し
た
平
面
的
な
図
柄
の
装

飾
を
ア
ト
リ
エ
や
居
室
の
壁
や
衝
立
な
ど
に
施
し
て
お
り
、
先
に
ふ
れ
た

一
九
〇
九
年
の
キ
ル
ヒ
ナ
ー
《
和
傘
の
少
女
》（
図
17
）
や
《
フ
レ
ン
ツ
ィ

の
朝
食
》（
図
18
）
な
ど
の
背
景
に
も
そ
れ
ら
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
ヘ

ッ
ケ
ル
が
一
九
〇
六
年
に
彩
色
木
彫
像
を
作
り
始
め
（
図
26
）、
キ
ル
ヒ

ナ
ー
ら
も
木
彫
の
像
や
家
具
、
器
物
な
ど
を
数
多
く
作
っ
た
。
そ
の
粗
い

彫
法
や
、
人
体
の
均
整
を
無
視
し
た
フ
ォ
ル
ム
も
ま
た
、
彼
ら
の
木
版
画

や
絵
画
に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
九
一
〇
年
九
月
、
ア
ル

ノ
ル
ト
画
廊
で
は
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
展
と
同
時
に
ド
レ
ス
デ
ン
で
最
初
の
ゴ
ー

ギ
ャ
ン
回
顧
展
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
ポ
ス
タ
ー
も
キ
ル
ヒ
ナ
ー
が
木
版
で

作
っ
た
。
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
タ
ヒ
チ
作
品
に
刺
戟
さ
れ
た
彼
は
約
半
年
間
ド

レ
ス
デ
ン
美
術
図
書
館
で
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
美
術
の
資
料
を
渉
猟
し
、

イ
ン
ド
の
ア
ジ
ャ
ン
タ
石
窟
寺
院
壁
画
の
写
真
を
多
く
素
描
し
て
も
い
る
。

５　

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
ベ
ル
リ
ン
移
転
・
解
散
と
そ
の
後
の
版
画

ペ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
九
〇
八
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
住
ん
で
い
た
が
、

一
九
一
一
年
秋
に
キ
ル
ヒ
ナ
ー
と
ヘ
ッ
ケ
ル
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
＝

ロ
ッ
ト
ル

フ
の
三
人
も
ベ
ル
リ
ン
に
移
っ
た
。
こ
の
前
年
ま
で
に
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
は

三
十
以
上
の
展
覧
会
を
組
織
し
て
ド
イ
ツ
全
国
と
ス
イ
ス
、
ス
カ
ン
ジ

ナ
ヴ
ィ
ア
ま
で
巡
回
さ
せ
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
一
九
〇
九
年
に
ペ

ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
「
ベ
ル
リ
ン
分
離
派
」
展
に
出
品
し
て
成
功
を
収
め
た

が
、
保
守
的
傾
向
を
強
め
て
い
た
同
派
は
一
九
一
〇
年
の
第
二
〇
回
展
で

ノ
ル
デ
や
ペ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
な
ど
多
く
の
新
し
い
作
家
を
拒
否
し
、
落
選

作
家
た
ち
は
ペ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
を
チ
ー
フ
と
し
て
「
新
分
離
派
」
を
立
ち

上
げ
た
。
三
人
の
移
住
は
新
分
離
派
に
協
力
・
参
加
す
る
こ
と
を
き
っ
か

け
と
し
て
い
た
が
、
ド
レ
ス
デ
ン
で
の
統
一
的
な
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
様
式
か
ら

離
れ
各
人
が
次
の
方
向
へ
と
進
む
好
機
で
も
あ
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
の
キ

ル
ヒ
ナ
ー
は
モ
ー
リ
ッ
ツ
ブ
ル
ク
で
の
牧
歌
的
な
制
作
の
裏
返
し
の
よ
う

に
、
サ
ー
カ
ス
や
娼
婦
た
ち
が
並
び
立
つ
街
頭
の
光
景
を
俯
瞰
的
な
構
図

で
描
き
（
図
27
）、
ヘ
ッ
ケ
ル
は
病
人
や
ピ
エ
ロ
と
い
っ
た
人
物
を
モ
テ

ィ
ー
フ
に
不
安
や
絶
望
な
ど
の
内
面
的
・
表
現
主
義
的
主
題
を
と
り
あ
げ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
レ
ス
デ
ン
で
既
に
建
物
の
壁
や
道
路
を
大
き
な
面

と
し
て
構
成
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
風
景
画
を
描
い
て
い
た
シ
ュ
ミ
ッ

ト
＝

ロ
ッ
ト
ル
フ
は
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
や
未
来
派
、
ア
フ
リ
カ
彫
刻
な
ど
の

立
体
・
空
間
表
現
か
ら
の
摂
取
と
総
合
を
図
っ
て
い
る
（
図
28
）。

新
分
離
派
を
機
縁
に
一
九
一
〇
年
オ
ッ
ト
ー
・
ミ
ュ
ラ
ー
が
ブ
リ
ュ
ッ

図26　ヘッケル《カリアティー
ド》1906
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ケ
に
加
わ
り
、
ま
た
同
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
ヘ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ル
デ
ン

が
創
刊
し
た
『
シ
ュ
ト
ル
ム
（
嵐
）』
誌
や
一
九
一
二
年
開
設
の
同
画
廊
に

お
け
る
「
青
騎
手
」
と
並
ん
で
の
紹
介
、
一
九
一
二
年
ケ
ル
ン
で
大
規
模

国
際
展
と
し
て
開
催
さ
れ
た
ゾ
ン
ダ
ー
ブ
ン
ト
展
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
知
名
度
も
高
ま
っ
た
。
し
か
し
一
九
一
二
年
に
ペ
ヒ
シ
ュ

タ
イ
ン
が
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
申
し
合
わ
せ
を
破
っ
て
旧
分
離
派
展
に
出
品
し

た
こ
と
か
ら
除
名
と
な
り
、
グ
ル
ー
プ
の
立
て
直
し
を
図
っ
て
キ
ル
ヒ
ナ

ー
が
執
筆
し
た
『
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
小
史
』
の
偏
っ
た
内
容
が
他
の
会
員
の
反

感
を
買
っ
て
、
一
九
一
三
年
五
月
に
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
解
散
が
準
会
員
に
通
知

さ
れ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
は
解
散
し
た
が
、
半

ば
素
人
で
あ
っ
た
初
期
会
員
た
ち

が
目
指
し
た
「
新
た
な
芸
術
を
創

造
す
る
」
と
い
う
目
標
は
達
成
さ

れ
て
い
た
。
各
人
が
個
性
と
本
領

を
発
揮
す
る
の
は
む
し
ろ
こ
の
解

散
後
で
あ
り
、
木
版
を
主
と
し
た

版
画
の
分
野
で
も
同
様
で
あ
っ

た
。
キ
ル
ヒ
ナ
ー
は
第
一
次
大
戦

除
隊
後
に
隠
棲
し
た
ス
イ
ス
の
雄

大
な
山
岳
風
景
を
描
く
と
と
も
に
、

一
九
二
〇
年
代
以
降
は
絵
と
文
字

が
一
体
と
な
っ
た
挿
絵
本
に
も
力

を
注
い
だ
。
ヘ
ッ
ケ
ル
は
彼
の
持
ち
味
で
あ
る
鋭
角
的
な
線
を
駆
使
し
て

精
神
性
を
表
現
し
た
（
図
29
）。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
＝

ロ
ッ
ト
ル
フ
は
ア
フ
リ
カ

彫
刻
の
造
形
を
素
朴
で
真
摯
な
宗
教
性
に
結
び
つ
け
た
特
異
な
キ
リ
ス
ト

の
物
語
連
作
を
生
み
出
し
（
図
30
）、
一
九
一
三
年
か
ら
パ
ラ
オ
諸
島
へ

大
旅
行
に
出
か
け
日
本
軍
の
捕
虜
に
も
な
っ
た
ペ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
も
ま
た
、

幾
何
学
的
な
図
形
と
装
飾
的
な
刻
線
の
繰
り
返
し
に
よ
る
確
固
と
し
た
構

成
の
版
画
を
制
作
し
て
い
る
（
図
31
）。
キ
ル
ヒ
ナ
ー
は
一
九
三
八
年
に

五
八
歳
で
自
殺
す
る
ま
で
の
生
涯
に
約
二
四
〇
〇
点
の
版
画
を
制
作
し
た

と
さ
れ
、
ヘ
ッ
ケ
ル
も
一
〇
〇
〇
点
以
上
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
＝

ロ
ッ
ト
ル
フ

は
六
五
〇
点
以
上
、
ペ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
八
五
〇
点
以
上
と
い
わ
れ
る
。

図27　キルヒナー《街の中の5人の女》1913

図28　シュミット=ロットルフ《パリサイ人》
1912
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お
わ
り
に

　

以
上
、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
画
家
た
ち
の
各
時
期
の
状
況
や
制
作
動
機
な
ど

に
注
意
し
つ
つ
、
大
ま
か
に
で
は
あ
る
が
彼
ら
の
木
版
画
と
油
彩
画
や
素

描
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
今
後
さ
ら
に
個
別
の
作
品
に
即
し

て
の
比
較
検
討
や
、
日
本
で
は
未
だ
少
な
い
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
解
散
後
の
作
品

紹
介
な
ど
が
進
む
こ
と
を
望
み
た
い
。

　

な
お
拙
稿
中
、
特
に
訳
者
を
記
し
た
部
分
以
外
の
引
用
文
翻
訳
は
筆
者

に
よ
る
。

図30　シュミット=ロットルフ　9点組木版
画集から《キリスト》1918

図29　ヘッケル《第1回現代ドイツ美術展
（自画像による）》1920

図31　ペヒシュタイン　木版画集『我らが父』
より1921
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